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平成１７年１１月期業績予想の修正（参考資料） 
 

１．業績 
（１）中間期 （単位：百万円） 

’04(H16)年5月中間期 ’０５（Ｈ１７）年５月中間期 
 

実 績 前回発表予想 今回修正予想 増 減 額 増減率(％) 対前年増減率(％) 

売 上 高 8,552 8,400 8,227 △ 172 △ 2.1 △ 3.8 

営 業 利 益 24 60 92 32 54.6 273.8 

経 常 利 益 39 70 130 60 86.0 232.7 

中間純利益 24 20 6 △ 13 △ 68.7 △ 74.0 

前回発表予想は、平成１７年１月２６日に発表いたしました。 

（注）増減額＝今回修正予想－前回発表予想 

 
（２）通期 （単位：百万円） 

’04(H16)年11月期 ’０５（Ｈ１７）年１１月期 
 

実 績 前回発表予想 今回修正予想 増 減 額 増減率(％) 対前年増減率(％) 

売 上 高 17,661 17,500 17,000 △ 500 △ 2.9 △ 3.7 

営 業 利 益 50 200 150 △ 50 △ 25.0 194.2 

経 常 利 益 59 220 200 △ 20 △ 9.1 234.2 

当期純利益 13 40 40 － － 193.1 

 

２．事業別売上高 
（１）中間期 （単位：百万円） 

’04(H16)年5月中間期 ’０５（Ｈ１７）年５月中間期 
 

実 績 前回発表予想 今回修正予想 増 減 額 増減率(％) 対前年増減率(％) 

自動車部品 5,234 4,600 4,653 53 1.2 △ 11.1 

配 電 盤 1,618 1,400 1,263 △ 136 △ 9.8 △ 22.0 

ロボットシステム 1,698 2,400 2,310 △ 89 △ 3.7 36.0 

合 計 8,552 8,400 8,227 △ 172 △ 2.1 △ 3.8 

前回発表予想は、平成１７年１月２６日に発表いたしました。 

（注）増減額＝今回修正予想－前回発表予想 

 
（２）通期 （単位：百万円） 

’04(H16)年11月期 ’０５（Ｈ１７）年１１月期 
 

実 績 前回発表予想 今回修正予想 増 減 額 増減率(％) 対前年増減率(％) 

自動車部品 10,491 9,600 9,500 △ 100 △ 1.0 △ 9.4 

配 電 盤 3,402 2,900 2,500 △ 400 △ 13.8 △ 26.5 

ロボットシステム 3,767 5,000 5,000 － － 32.7 

合 計 17,661 17,500 17,000 △ 500 △ 2.9 △ 3.7 

 

以 上 
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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成１７年１月２６日の決算発表時に公表した平成１７年１１

月期（平成１６年１２月１日～平成１７年１１月３０日）の業績予想を下記のとおり修正いたし

ましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．当期の業績予想数値の修正 

（１）中間期（平成１６年１２月１日～平成１７年５月３１日） 

 売 上 高 経 常 利 益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想 (Ａ) ８，４００ ７０ ２０ 

今 回 修 正 予 想 (Ｂ) ８，２２７ １３０ ６ 

増 減 額 （Ｂ）-（Ａ） △ １７２ ６０ △ １３ 

増 減 率 (％) △ ２．１ ８６．０ △ ６８．７ 

(ご参考)前期実績(平成 16 年 11 月中間期) ８，５５２ ３９ ２４ 

（金額の単位：百万円）

 

（２）通期（平成１６年１２月１日～平成１７年１１月３０日） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 (Ａ) １７，５００ ２２０ ４０ 

今 回 修 正 予 想 (Ｂ) １７，０００ ２００ ４０ 

増 減 額 （Ｂ）-（Ａ） △ ５００ △ ２０ － 

増 減 率 (％) △ ２．９ △ ９．１ － 

(ご参考)前期実績(平成 16 年 11 月期) １７，６６１ ５９ １３ 

（金額の単位：百万円）

 

２．修正の理由 

 当中間期の売上高は、ほぼ前回発表予想通りとなりましたが、ロボットシステム事業が好調

に推移したため、経常利益は前回予想を上回る見込みです。一方、中間純利益は繰延税金資産

を取崩すことにより、前回予想を下回ります。 

 また、通期予想におきましても前回予想を修正いたします。 

 

以 上
 


